機械学習技術を援用した超音速流体中における効率的な空力トポロジー最適設計 by 伴 直彦
1 
様式  
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 第 6 章では、超音速流体中におけるトポロジー最適設計により、概念設計と基本設計を






擦抵抗)を変えて検証を行った。一様流マッハ数 1.7、物体体積 0.2 の圧力抵抗最小化問題
において、トポロジー最適解が理論最適解である Busemann 複葉翼と類似した形態・形状
を有しており、さらに、Busemann 複葉翼の数値解析結果よりも優れた性能値を有するこ
とが確認できた。また、物体体積の違いによるトポロジー最適解の変化や、一様流マッハ
数の違いによるトポロジー最適解の変化の設計知見を得ることができ、形態の変化を考慮
した最適な翼型の自動的な創出及び、開発手法の有用性を示した。  
 
 
 
